
いちごドリルプリント

室町時代 名前

問1 戦国時代の堺において、都市の運営を担った組織や仕組みについて述べた文として、最も適切なものを次の中から選びなさい。 （2021年

京都府公立入試 類似）

1. 守護大名が城下町として整備し、
商人に特権を与えて直接統治した。

2. 会合衆と呼ばれる有力な商人たち
が、合議制によって政治や裁判を行
った。

3. 座と呼ばれる商人の組合が、幕府
から独占販売の権限を認められて支
配した。

4. 惣村と呼ばれる農民の組織が、寄
合を開いて年貢の納入などを決定し
た。

問2 室町幕府の政治体制において、足利氏の一門である有力な守護大名が任命され、将軍に次ぐ立場として幕府の政務を統括した最高職を何といい
ますか。 （2019年 山口県公立入試 類似）

1. 老中 2. 摂政 3. 執権 4. 管領

問3 室町時代の対外関係について述べた次の文のうち、三代将軍足利義満が行った政策として正しいものはどれですか。 （2025年 神奈川県公立入試 類似）

1. キリスト教の広まりを警戒し、欧
州諸国との貿易を平戸と長崎の二港
に制限した

2. 琉球王国を仲介役として、東南ア
ジア諸国との間で中継貿易を盛んに
行った

3. 明の皇帝から「日本国王」に封じ
られ、朝貢の形式をとる勘合貿易を
開始した

4. 元軍による二度にわたる侵攻を退
けた後、中国大陸との交流を一時中
断した

問4 室町時代、京都などの都市部において、酒の醸造や質屋（倉庫業）を営みながら高利貸しを行って富を蓄え、幕府の重要な財源にもなった金融
業者の名称として正しいものを次の中から選びなさい。 （2016年 福岡県公立入試 類似）

1. 株仲間 2. 荘園 3. 酒屋・土倉 4. 殖産興業

問5 室町時代に農民たちが惣を形成し、領主に対して年貢の減免などを要求できるようになった理由について、農業の発展という観点から説明した
ものとして最も適切なものを1つ選びなさい。 （2025年 徳島県公立入試 類似）

1. 高床倉庫による大規模な貯蔵が可
能になり、領主に頼らずに食料を長
期保管できるようになったから。

2. 幕府の支援による大規模な新田開
発が進み、すべての農民が独自の田
畑を所有できるようになったから。

3. 二毛作の普及や草木灰などの肥料
の使用によって農業生産力が高まり
、農民が経済的・社会的な力をつけ
たから。

4. 千歯こきや備中鍬といった優れた
農具の普及により、農民の労働時間
が大幅に削減されたから。

問6 中世における農業の発展と村の仕組みの変化について述べた文として、正しい背景や理由を説明しているものはどれですか。 （2023年 長野県公立入試

類似）

1. 二毛作の普及により食料生産が増
え、農民が共同で用水を管理する自
治的な組織が発達した

2. 地頭による支配が強まったため、
農民は一切の団結を禁じられ、個別
に耕作を行った

3. 海外から新しい肥料が大量に輸入
されたことで、農民は寄合を開く必
要がなくなった

4. 二期作が禁止されたため、農民は
仕方なく麦の栽培を始め、村の自治
が崩壊した

問7 室町幕府の第3代将軍である足利義満が、京都の北山に別荘として建立した金閣（鹿苑寺）に代表される、公家文化と武家文化が融合したこの時
代の文化の名称として最も適切なものを選びなさい。 （2017年 山形県公立入試 類似）

1. 天平文化 2. 東山文化 3. 国風文化 4. 北山文化

問8 当時の琉球王国の様子や国際関係を説明した次の記述のうち、正しい内容を述べているものはどれですか。 （2026年 栃木県公立入試 類似）

1. 当時の港の様子を伝える記録には
、多くの外国船が停泊し、中国の絹
織物や日本の刀剣、東南アジアの香
辛料などが溢れていたことが記され
ている。

2. 琉球は中国の明に対して朝貢を行
っていたため、キリスト教国である
ポルトガルやスペインの船が港へ入
ることは厳格に禁止されていた。

3. 「万国津梁の鐘」の銘文には、琉
球が周囲を強力な軍隊で固め、鎖国
政策によって独自の文化を守り抜い
ている様子が詳しく書かれている。

4. 琉球は日本と中国のちょうど中間
に位置していたが、貿易の相手は中
国の明に限定されており、日本との
直接的な交流や取引は存在しなかっ
た。

問9 13世紀から16世紀にかけての日本と海外との交流について、歴史的な展開の順序を正しく説明しているものはどれですか。 （2026年 島根県公立入試

類似）

1. 室町時代に琉球王国が成立して中
継貿易が盛んになった後、鎌倉時代
に元寇が起こり、その影響で戦国時
代にポルトガル人との交流が途絶え
た。

2. 鎌倉時代にモンゴル帝国が襲来し
た元寇が起こり、その後、室町時代
に琉球王国が中継貿易で繁栄し、戦
国時代にポルトガル人との南蛮貿易
が始まった。

3. 戦国時代にポルトガル人から鉄砲
が伝えられた後、室町時代に琉球王
国が東南アジアと貿易を行い、鎌倉
時代に元寇による防衛体制が敷かれ
た。

4. 鎌倉時代に琉球王国が中継貿易の
拠点として確立された後、モンゴル
帝国の襲来を受け、戦国時代にキリ
スト教の布教を伴う南蛮貿易が始ま
った。

問10 慈照寺（銀閣）にある東求堂の同仁斎は、書院造の代表的な遺構として知られています。この建築様式が成立した時期の文化について述べた文
として、最も適切なものはどれですか。 （2022年 千葉県公立入試 類似）

1. 足利義政が京都の東山に山荘を築
き、禅宗の影響を受けた簡素で深い
味わいのある文化が栄えた。

2. 大名や豊かな商人の力を背景に、
城郭建築や金碧障壁画などに代表さ
れる豪華で壮大な文化が栄えた。

3. 足利義満が京都の北山に金閣を建
て、公家文化と武家文化が融合した
華やかな文化が栄えた。

4. 遣唐使の廃止に伴い、日本の風土
や日本人の感情に合った国風文化が
貴族の間で発達した。

問11 室町時代後半から見られた、下の身分の者が上の身分の者を実力で倒し、その地位を奪うという社会風潮を何と呼びますか。 （2018年 愛知県公立入試

類似）

1. 院政 2. 問注所 3. 下剋上 4. 執権政治

問12 室町時代、交通の要所に現れた運送業者のうち、馬を利用して荷物を運んだ業者と、港などで物資の保管や委託販売、輸送を担った卸売業者の
組み合わせとして正しい説明はどれですか。 （2020年 和歌山県公立入試 類似）

1. 馬を使い陸路で物資を運んだのが
馬借であり、港などで物資の保管や
運送、卸売を担ったのが問丸である
。

2. 船を使い水路で物資を運んだのが
馬借であり、街道で馬の管理を行っ
たのが問丸である。

3. 外国との貿易を専門に行ったのが
馬借であり、江戸へ向かう五街道を
整備したのが問丸である。

4. 幕府の許可を得て市場を独占的に
管理したのが馬借であり、関所で通
行税を徴収したのが問丸である。


